
大気汚染物質から身を守る備えあれば…
　
大
気
汚
染
物
質
「
Ｐ
Ｍ
２
・
５
」
は
微
小
粒
子
状
物
質
で
あ
り
、
そ
の
成
分
は
炭

素
、
硝
酸
塩
、
硫
酸
塩
、
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
塩
、
さ
ら
に
は
ケ
イ
素
や
ナ
ト
リ
ウ
ム
、

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
と
い
っ
た
無
機
元
素
も
含
ま
れ
る
。
発
生
源
に
よ
っ
て
、
粒
径
は
異

な
り
、
発
生
す
る
地
域
や
季
節
、
気
象
条
件
に
よ
り
、
組
成
も
異
な
る
と
い
う
。
今

年
に
入
っ
て
か
ら
中
国
で
深
刻
な
大
気
汚
染
が
発
生
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
背
景
か

ら
対
策
技
術
・
製
品
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

環境省「微小粒子状物質 ＰＭ に関する専門家会合」資料より作製

粒
子
直
径
２
・
５
�
以
下
呼
吸
器
系
へ
影
響
懸
念

ダ
イ
ワ
ボ
ウ
ポ
リ
テ
ッ
ク

　
ダ
イ
ワ
ボ
ウ
ポ
リ
テ
ッ
ク
の

「
プ
ロ
テ
ク
シ
ー
ル
ド
」
は
、

ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
に
特
化
し

た
高
性
能
サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク

で
、
京
都
産
業
大
学
と
産
学
共

同
研
究
し
た
銅
イ
オ
ン
担
持
抗

ウ
イ
ル
ス
不
織
布
を
使
用
し
て

い
る
。
２
０
１
１
年
２
月
の
新

燃
岳
噴
火
、
同
３
月
の
東
日
本

大
震
災
に
は
こ
の
マ
ス
ク
を
自

治
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に
寄
贈

し
、
社
会
貢
献
し
て
い
る
。

　
最
近
、
大
気
汚
染
物
質
「
Ｐ

Ｍ
２
・
５
」
が
問
題
に
な
っ
て

い
る
。
直
径
２
・
５

以
下

の
微
粒
子
で
あ
る
こ
と
か
ら
人

の
健
康
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。
「
プ
ロ
テ
ク
シ
ー
ル

ド
」
は
微
粒
子
捕
集
効
率
「
Ｐ

Ｆ
Ｅ

０
１

を
第
三
者

機
関
で
測
定
し
、

％
以
上
と

い
う
結
果
が
出
た
。
す
で
に
企

業
備
蓄
用
途
な
ど
で
活
躍
し
て

い
る
。
同
社
で
は
今
後
も
顧
客

の
ニ
ー
ズ
や
問
題
解
決
を
念
頭

に
、
新
た
な
シ
ス
テ
ム
・
商
品

の
開
発
に
取
り
組
み
、
さ
ら
な

る
社
会
貢
献
を
進
め
て
い
く
。

田
中
電
気
研
究
所

　
田
中
電
気
研
究
所
は
環
境
の

安
全
・
安
心
・
信
頼
を
測
定
・

数
値
化
す
る
技
術
を
得
意
と
す

る
。
な
か
で
も
工
場
や
発
電
所

な
ど
の
固
定
発
生
源
ダ
ス
ト
濃

度
計
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
。
高
感
度
型
ノ
ン
サ
ン
プ
リ

ン
グ
光
散
乱
式
ダ
ス
ト
濃
度
計

Ｄ
Ｄ
Ｍ
―
２
０
０
１
は
サ
ン

プ
リ
ン
グ
方
式
と
比
べ
構
造
が

シ
ン
プ
ル
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ

リ
ー
。
ガ
ス
の
流
速
変
化
の
影

響
を
受
け
ず
、
大
気
開
放
部
で

の
測
定
も
で
き
る
た
め
、
プ
ラ

ン
ト
の
集
塵
機
出
口
で
の
連
続

測
定
に
適
し
て
い
る
。高
圧
約

２
・
４
気
圧
、高
温

８
２
０

度
Ｃ
で
の
使
用
実
績
も
あ
り
、

耐
久
性
に
も
優
れ
て
い
る
。

　
光
散
乱
方
式
連
続
環
境
粉
塵

モ
ニ
タ
ー
「
Ｅ
Ｄ
Ｍ
―
２
０
１

０
」
は
粉
塵
が
発
生
す
る
作
業

現
場
空
間
お
よ
び
敷
地
境
界
の

飛
散
粉
塵
の
管
理
用
に
開
発
。

粉
塵
濃
度
の
連
続
測
定
が
可
能

で
、
制
御
に
取
り
込
め
ば
集
塵

機
の
省
エ
ネ
運
転
も
実
現
で
き

る
。

東
亜
デ
ィ
ー
ケ
ー
ケ
ー

　
東
亜
デ
ィ
ー
ケ
ー
ケ
ー
は
地

球
環
境
の
保
全
と
豊
か
な
未
来

の
実
現
を
経
営
理
念
に
、
窒
素

酸
化
物
、
硫
黄
酸
化
物
、
オ
ゾ

ン
な
ど
の
環
境
大
気
分
析
装
置

の
開
発
、
製
造
、
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
。
大
気
の
監
視
、
環
境
調

査
な
ど
広
い
分
野
で
高
い
信
頼

を
得
て
き
た
。

年
９
月
の
微

小
粒
子
状
物
質

Ｐ
Ｍ
２
・

５

環
境
基
準
制
定
以
降
、

「
環
境
省
　
環
境
大
気
監
視
マ

ニ
ュ
ア
ル
第
６
版
」
の
Ｐ
Ｍ
２

・
５
測
定
に
準
拠
し
た
微
小
粒

子
状
物
質
測
定
装
置
「
Ｆ
Ｐ
Ｍ

―
３
７
７
型
」
を
発
売
。
同
省

を
は
じ
め
、
多
く
の
自
治
体
の

測
定
局
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
「

年
度
中
に
Ｐ
Ｍ
２
・
５

監
視
体
制
強
化
の
一
環
と
し
て

全
国
１
３
０
０
カ
所

未
設
置

分
約
７
５
０
台

の
測
定
器
の

設
置
を
目
指
す
」
と
い
う
環
境

省
方
針
の
下
、
同
社
は
一
層
の

事
業
体
制
強
化
を
図
る
。
今
後

も
環
境
大
気
測
定
器
を
通
し

て
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
。

環
境
省
、
注
意
喚
起
へ
指
針
日
平
均
値
�
／
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環
境
省
は
３
月
６
日
、
都

道
府
県
な
ど
の
各
自
治
体
関

係
者
を
集
め
、
「
Ｐ
Ｍ
２
・

５
に
関
す
る
自
治
体
連
絡
会

第
２
回

を
開
催
し

た
。
問
題
と

な
っ
て
い
る

Ｐ
Ｍ
２
・
５

に
よ
る
大
気

汚
染
へ
の
対

応
の
一
つ
と

し
て
、
観
測

デ
ー
タ
の
共

有
や
情
報
提

供
に
つ
い

て
、
関
係
自

治
体
と
の
連

携
強
化
を
目

的
に
行
わ
れ

た
も
の
だ
。

　
同
連
絡
会

で
は
暫
定
指

針
数
値
が
定

め
ら
れ
た
背

景
や
指
針
値

を
超
え
た
場

合
の
対
応
措

置
、
住
民
に

対
す
る
注
意

喚
起
を
行
う
場
合
の
判
断
方

法
な
ど
が
解
説
さ
れ
た
。

　
同
省
は
環
境
基
準
値
と
は

別
に
、
国
民
に
対
し
て
注
意

喚
起
を
行
う
た
め
の
暫
定
的

な
指
針
と
な
る
Ｐ
Ｍ
２
・
５

濃
度
水
準
を
定
め
て
い
る
。

　
米
国
に
お
け
る
大
気
質
指

標
で
は
す
べ
て
の
人
に
対
し

て
、
あ
る
程
度
の
健
康
へ
の

影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ

る
濃
度
を
１
立
方

当
た
り

・
５

以
上
と
し
て
い

る
。
こ
の
米
国
に
お
け
る
指

針
と
こ
れ
ま
で
の
国
内
で
の

疫
学
的
知
見
も
考
慮
し
て
、

今
年
２
月
、
日
本
で
は
「
微

小
粒
子
状
物
質

Ｐ
Ｍ
２
・

５

に
関
す
る
専
門
家
会

合
」
が
注
意
喚
起
の
た
め
の

暫
定
的
な
値
を
日
平
均
値
１

立
方

当
た
り

と
定

め
た
。

　
専
門
家
会
合
で
は
暫
定
的

な
指
針
値
を
超
え
る
Ｐ
Ｍ
２

・
５
の
曝
露
に
よ
り
、
す
べ

て
の
人
に
健
康
影
響
が
で
る

と
い
う
も
の
で
は
な
い
と
し

て
い
る
。
一
方
、

以

下
で
あ
っ
て
も
、
呼
吸
器
や

循
環
器
に
疾
患
の
あ
る
人
や

小
児
、
高
齢
者
な
ど
で
は
個

人
差
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ

て
お
り
、
影
響
が
で
る
可
能

性
も
否
定
で
き
な
い
た
め
、

こ
の
暫
定
数
値
に
つ
い
て
は

今
後
、
必
要
に
応
じ
て
見
直

し
を
行
う
と
い
う
。

　
在
中
国
日
本
国
大
使
館
は

２
月
、
深
刻
化
す
る
中
国
各

地
で
の
Ｐ
Ｍ

、
Ｐ
Ｍ
２
・

５
に
よ
る
大
気
汚
染
に
関
し

て
、
注
意
喚
起
を
行
っ
た
。

そ
の
中
で
一
般
的
な
対
策
と

し
て
挙
げ
た
の
が
、
「
Ｎ

」
規
格
の
マ
ス
ク
着
用
や

屋
内
に
お
け
る
空
気
清
浄
機

な
ど
の
利
用
だ
。

　
Ｎ

は
米
国
労
働
安
全
衛

生
研
究
所

Ｎ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｈ

が
認
定
し
た
防
塵
マ
ス
ク
の

規
格
で
、
微
粒
子
の
吸
入
を

減
少
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
。

Ｎ

の
Ｎ
は
耐
油
性
が
な

い

ｎ
ｏ
ｔ
　
ｒ
ｅ
ｓ
ｉ
ｓ

ｔ
ａ
ｎ
ｔ
　
ｔ
ｏ
　
ｏ
ｉ

ｌ

、

は
０
・
３

以
上
の
微
粒
子
を

％
以

上
、
捕
集
す
る
性
能
が
あ
る

と
い
う
意
味
だ
。
試
験
粒
子

に
は
０
・
３

の
塩
化
ナ

ト
リ
ウ
ム

Ｎ
ａ
Ｃ
ｌ

が

利
用
さ
れ
る
。
さ
ら
に
性
能

の
高
い
Ｎ

や
Ｎ
１
０
０
と

い
う
規
格
も
存
在
す
る
。

　
一
方
、
日
本
国
内
に
は
労

働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
国

家
検
定
に
合
格
し
た
防
塵
マ

ス
ク
の
「
Ｄ
Ｓ
」
規
格
が
あ

る
。
「
Ｄ
Ｓ
」
は
使
い
捨
て

で
、
固
粒
子
捕
集
用
。
試
験

粒
子
は
米
国
の
Ｎ
規
格
と
同

様
に
Ｎ
ａ
Ｃ
ｌ
を
使
っ
て
行

う
。

％
以
上
の
捕
集
効
率

が
あ
っ
た
も
の
が
「
Ｄ
Ｓ

１
、捕
集
効
率
が

％
以
上

の
も
の
は
「
Ｄ
Ｓ
２
」
、

・
９
％
以
上
の
も
の
は
「
Ｄ

Ｓ
３
」
規
格
。
Ｄ
Ｓ
２
が
Ｎ

相
当
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
Ｎ

や
Ｄ
Ｓ
２

と
い
っ
た
捕
集
効
率
の
高
い

マ
ス
ク
を
利
用
し
て
も
、
顔

の
大
き
さ
に
合
っ
た
も
の

を
、
空
気
が
漏
れ
な
い
よ
う

に
着
用
し
な
け
れ
ば
、
そ
の

防
塵
効
果
を
期
待
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

　
ま
た
、
空
気
清
浄
機
の
利

用
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

除
去
効
果
は
捕
集
フ
ィ
ル
タ

ー
の
有
無
や
性
能
な
ど
に
よ

っ
て
異
な
る
た
め
、
個
別
の

製
品
の
効
果
に
関
す
る
詳
細

は
販
売
店
や
メ
ー
カ
ー
に
確

認
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
直
径
は
２

・
５

以
下
で
、
髪
の
毛

の
太
さ
の

分
の
１
。
こ
れ

ま
で
に
大
気
汚
染
物
質
と
し

て
対
策
が
進
め
ら
れ
て
き
た

直
径

以
下
の
浮
遊
粒

子
状
物
質

Ｓ
Ｐ
Ｍ

よ
り

も
さ
ら
に
小
さ
い
こ
と
か

ら
、
人
間
の
肺
の
奥
に
入
り

や
す
い
た
め
呼
吸
器
系
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
１
月
に
入
っ
て
中
国
で
は

北
京
市
、
上
海
市
、
江
蘇
省

や
浙
江
省
、
福
建
省
な
ど
の

各
地
で
、
深
刻
な
大
気
汚
染

が
発
生
し
た
。
上
方
の
空
気

温
度
が
高
く
、
地
上
付
近
の

空
気
温
度
が
低
い
と
い
う
気

温
の
逆
転
が
起
き
て
、
対
流

が
停
止
。
周
辺
地
域
で
の
工

場
か
ら
の
排
煙
、
集
中
暖
房

シ
ス
テ
ム
で
の
石
炭
燃
焼
、

さ
ら
に
は
自
動
車
か
ら
出
る

排
ガ
ス
と
い
っ
た
も
の
に
含

ま
れ
る
Ｐ
Ｍ
２
・
５
が
長
時

間
に
わ
た
っ
て
蓄
積
、
滞
留

し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
原
因

だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
大
気
汚
染
の
影
響

で
、
中
国
で
は
空
に
濃
霧
が

か
か
っ
た
よ
う
な
状
態
に
な

り
、
視
界
不
良
で
街
を
走
行

す
る
自
動
車
は
昼
間
か
ら
ヘ

ッ
ド
ラ
イ
ト
が
必
要
な
ほ
ど

に
な
っ
た
。
ま
た
、
北
京
市

周
辺
で
高
速
道
路
の
閉
鎖
や

航
空
便
の
欠
航
、
高
速
鉄
道

の
運
行
停
止
と
な
る
日
も
あ

っ
た
。

　
米
国
は
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
研

究
調
査
や
規
制
に
関
し
て
先

行
。
１
９
９
７
年
に
は
す
で

に
大
気
環
境
基
準
で
Ｐ
Ｍ
２

・
５
を
追
加
し
て
い
る
。
大

気
中
に
浮
遊
す
る
微
粒
子
の

濃
度
と
死
亡
者
数
と
の
相
関

関
係
を
調
査
。
そ
の
結
果
、

Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
濃
度
の
方
が

健
康
に
及
ぼ
す
被
害
が
大
き

く
、
死
亡
者
数
と
の
関
係
が

高
い
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
日
本
で
も
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の

曝
露
と
健
康
へ
の
影
響
と
の

ば
く
ろ

関
連
性
な
ど
、
調
査
研
究
が

行
わ
れ
て
き
た
。
人
の
健
康

を
保
護
す
る
上
で
望
ま
し
い

基
準
と
し
て
、

年
か
ら
Ｐ

Ｍ
２
・
５
を
規
制
に
加
え
た

長
期
基
準
と
し
て
は
年
平
均

値
で
１
立
方

当
た
り

、
短
期
基
準
と
し
て
は
日

平
均
値
で
１
立
方

あ
た
り

と
し
て
い
る
。
ま

た
、

年
３
月
に
は
「
環
境

大
気
常
時
監
視
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
改
訂
、
同
７
月
に
成

分
分
析
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

策
定
す
る
な
ど
、
Ｐ
Ｍ
２
・

５
対
策
を
進
め
て
き
た
。

　
大
気
環
境
学
会
に
お
い
て

も

年
代
後
半
か
ら
Ｐ
Ｍ
２

５
問
題
に
取
り
組
み
、
年

に
は
「
Ｐ
Ｍ
２
・
５
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
。
現

在
も
同
学
会
の
会
員
が
研
究

調
査
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
日

本
国
内
の
一
部
で
は
Ｐ
Ｍ
２

・
５
に
対
す
る
固
定
発
生
源

対
策
は
終
わ
っ
た
、
と
い
う

認
識
が
あ
る
よ
う
だ
。
実

際
、
大
気
汚
染
防
止
法
に
基

づ
く
工
場
・
事
業
所
と
い
っ

た
固
定
発
生
源
、
自
動
車
や

二
輪
車
と
い
っ
た
移
動
発
生

源
の
排
ガ
ス
規
制
な
ど
で
、

年
間
平
均
濃
度
は
減
少
傾
向

に
あ
る
。

　
し
か
し
、

年
度
の
Ｐ
Ｍ

２
・
５
の
環
境
基
準
達
成
率

は
一
般
環
境
大
気
測
定
局
で

・
４
％
、
自
動
車
排
ガ
ス

測
定
局
で
８
・
３
％
だ
と
い

う
。
減
少
に
向
け
て
さ
ら
な

る
取
り
組
み
が
必
要
だ
。
環

境
関
連
機
器
メ
ー
カ
ー
、
田

中
電
気
研
究
所
の
田
中
敏
文

社
長
は
「
大
気
汚
染
防
止
法

で
は
月
に
１
回
程
度
の
煤
塵

ば
い
じ
ん

測
定
が
義
務
化
さ
れ
て
い
る

だ
け
。
集
塵
機
に
不
具
合
が

発
生
す
れ
ば
煤
塵
が
排
出
さ

れ
る
こ
と
も
あ
る
。
Ｐ
Ｍ
２

・
５
の
飛
散
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
に
は
ダ
ス
ト
濃
度
計
に

よ
る
連
続
し
た
煤
塵
濃
度
を

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
こ
と
が

重
要
」
と
語
る
。

　
ダ
ス
ト
濃
度
計
で
常
時
連

続
監
視
し
て
い
れ
ば
、
シ
ス

テ
ム
か
ら
多
量
の
ダ
ス
ト
が

排
出
さ
れ
る
前
に
集
塵
設
備

の
異
常
を
早
期
発
見
で
き

る
。
メ
ー
カ
ー
各
社
で
は
日

本
電
気
計
測
器
工
業
会

Ｊ

Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ａ

を
通
じ
て
、

経
済
産
業
省
に
「
ダ
ス
ト
濃

度
連
続
測
定
方
法
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ

化
」
を
申
請
。
今
年
度
中
の

Ｊ
Ｉ
Ｓ
化
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
そ
う
な
れ
ば
、
今
後
、

固
定
発
生
源
の
煤
塵
濃
度
連

続
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
普
及
す

る
だ
ろ
う
。

３
月
６
日
に
行
わ
れ
た

「
Ｐ
Ｍ
２
・
５
に
関
す

る
自
治
体
連
絡
会
」


